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(57)【要約】
【課題】セット側の電源供給能力に合わせた消費電力で
表示動作を制御することのできる表示装置を提供する。
【解決手段】自発光素子ＥＬを基板上にマトリクス状に
配置した表示パネルＤＰと、入力される映像データに基
づいて前記自発光素子の発光を制御する制御部ＣＮＴＬ
とを有し、前記制御部は、前記表示パネルの現在の消費
電力を把握し、前記現在の消費電力が第１のリミット値
Ｍｉｎ以上の場合には、入力される映像データの階調よ
りも低い階調の映像データを表示するように制御する、
表示装置である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自発光素子を基板上にマトリクス状に配置した表示パネルと、
　入力される映像データに基づいて前記自発光素子の発光を制御する制御部とを有し、
　前記制御部は、
　　前記表示パネルの現在の消費電力を把握し、前記現在の消費電力が第１のリミット値
以上の場合には、入力される映像データの階調よりも低い階調の映像データを表示するよ
うに制御する、表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　　前記現在の消費電力が前記第１のリミット値よりも大きい第２のリミット値以上の場
合には、現フレームで以降の映像データを黒表示とするように制御する、請求項１に記載
の表示装置。
【請求項３】
　前記表示パネルの消費電力は、表示される映像データの階調値に前記自発光素子の電力
換算係数を乗じて得られる電力値の総和であり、
　前記電力換算係数は、色別の前記自発光素子毎に設けられる、請求項２に記載の表示装
置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記現在の消費電力が第１のリミット値以上の場合には、入力される映
像データの階調に１よりも小さいゲイン係数を乗算した階調の映像データを表示するよう
に制御し、
　前記ゲイン係数は、（第１のリミット値）／（現在の消費電力）で求められる、請求項
３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１のリミット値及び第２のリミット値は、書き換え可能になされる、請求項４に
記載の表示装置。
【請求項６】
　自発光素子を基板上にマトリクス状に配置した表示パネルと、
　入力される映像データに基づいて前記自発光素子の発光を制御する制御部とを有し、
　前記制御部は、
　　前記表示パネルの現在の消費電力を把握し、
　　前記現在の消費電力が第１のリミット値以上の場合には、入力される映像データの階
調に１よりも小さい第１のゲイン係数を乗算した階調の映像データを表示するように制御
し、
　　前記現在の消費電力が第１のリミット値よりも小さい場合には、入力される映像デー
タの階調に第２のゲイン係数を乗算した階調の映像データを表示するように制御し、
　前記第１のゲイン係数は（第１のリミット値）／（現在の消費電力）であり、
　前記第２のゲイン係数は、
　　（第１のリミット値）＜（前フレームの消費電力）のときは、（第１のリミット値）
／（前フレームの消費電力）であり、
　　（第１のリミット値）≧（前フレームの消費電力）のときは、１である、
　表示装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　　前記現在の消費電力が前記第１のリミット値よりも大きい第２のリミット値以上の場
合には、現フレームで以降の映像データを黒表示とするように制御する、請求項６に記載
の表示装置。
【請求項８】
　前記表示パネルの消費電力は、表示される映像データの階調値に前記自発光素子の電力
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換算係数を乗じて得られる電力値の総和であり、
　前記電力換算係数は、色別の前記自発光素子毎に設けられる、請求項７に記載の表示装
置。
【請求項９】
　前記第１のリミット値及び第２のリミット値は、書き換え可能になされる、請求項８に
記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、薄型、軽量、低消費電力の特徴を活かして、液晶表示装置に代表される平面表示
装置の需要が急速に伸びている。中でも、オン画素とオフ画素とを電気的に分離し、かつ
オン画素への映像信号を保持する機能を有する画素スイッチを各画素に設けたアクティブ
マトリクス型表示装置は、携帯情報機器を始め、種々のディスプレイに利用されている。
【０００３】
　このような平面型のアクティブマトリクス型表示装置として、自己発光素子を用いた有
機ＥＬ表示装置が注目され、盛んに研究開発が行われている。有機ＥＬ表示装置は、バッ
クライトを必要とせず、高速な応答性から動画再生に適し、さらに低温で輝度低下しない
ために寒冷地での使用にも適しているという特徴を有している。
【０００４】
　ところで、有機ＥＬ表示装置では画面内の表示輝度が高いほど多くの電力を消費する。
そこで、消費電力を低減するための種々の技術が提案されている。例えば、特許文献１に
記載の技術では、画面のうち視聴者の気付きにくい部分の輝度を低下させることで消費電
力を低減するが、その際、視聴者が違和感を生じることがないように画像のコントラスト
感を維持しながら消費電力を低減することのできる技術を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２５２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、表示装置を供給する側（メーカ）と供給された表示装置を組み込んだセット
を製造する側（メーカ）とが異なっているのが通常の態様である。しかしながら、従来の
表示装置にはセット側の電源供給能力に柔軟に対応して電力制御を実行する機能は設けら
れていなかった。そこで、従来では、表示装置の消費電力に対応してセット側の電源容量
を設計する必要があり、あるいはセット側の電源供給能力に収まるように表示装置の電力
を設計する必要があった。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであって、セット側の電源供給能力に合わせ
た消費電力で表示動作を制御することのできる表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様は、自発光素子を基板上にマトリクス状に配置した表示パネルと、入力
される映像データに基づいて前記自発光素子の発光を制御する制御部とを有し、前記制御
部は、前記表示パネルの現在の消費電力を把握し、前記現在の消費電力が第１のリミット
値以上の場合には、入力される映像データの階調よりも低い階調の映像データを表示する
ように制御する、表示装置である。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施の形態の表示装置および表示部（画素回路）の構成を示す図である。
【図２】第１の実施の形態における表示装置の電力リミット機能の動作を説明するための
図である。
【図３】第１の実施の形態における表示装置の電力リミット機能の動作を説明するための
図である。
【図４】第１の実施の形態における表示装置の電力リミット機能を実行するコントローラ
の構成を示す図である。
【図５】第１の実施の形態における表示装置の電力リミット部の処理手順を示すフロー図
である。
【図６】第１の実施の形態における表示装置のリアルタイム電力を求める処理を示す図で
ある。
【図７】第１の実施の形態における表示装置の電力メモリのデータ構造を示す図である。
【図８】第１の実施の形態における表示装置の輝度コントロール部の処理手順を示すフロ
ー図である。
【図９】第１の実施の形態の表示装置における電力リミット機能の動作タイミングを示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　　［第１の実施の形態］　
　図１は、第１の実施の形態の表示装置および表示部（画素回路）の構成を示す図である
。図１に示すように、本実施の形態に係る表示装置は、アクティブマトリクス型の表示装
置として構成され、表示パネルＤＰと、表示パネルＤＰの動作を制御するコントローラＣ
ＮＴＬとを含んでいる。
【００１１】
　表示パネルＤＰは、光透過性を有する絶縁基板であるガラス基板上に表示部を備えてい
る。表示部には、行方向に沿って延線する複数のゲート線ＳＧ、列方向に沿って延線する
複数の信号線ＳＬが設けられ、それらのゲート線ＳＧ及び信号線ＳＬで囲まれるそれぞれ
の領域内に、それぞれＲＧＢ各色に発光するＥＬ（Electroluminescence）素子と、それ
ぞれのＥＬ素子を駆動する画素回路を備えている。なお、図１に示す表示装置の解像度は
、７２０ＲＧＢ×１２８０ラインである。
【００１２】
　図１に示す画素回路は基本的な動作を説明するために簡略化して記載している。画素回
路は、画素スイッチＳＳＴ、駆動トランジスタＤＲＴ、及び補助容量Ｃｓを備えている。
【００１３】
　画素回路において、駆動トランジスタＤＲＴの第１端子は高電位電源線Ｐｖｄｄ（高電
位電源）と電気的に接続し、駆動トランジスタＤＲＴの第２端子は補助容量Ｃｓを介して
駆動トランジスタＤＲＴの制御端子と電気的に接続する。また、駆動トランジスタＤＲＴ
の第２端子はＥＬ素子のアノード電極と電気的に接続し、ＥＬ素子のカソード電極は低電
位電源線Ｐｖｓｓ（低電位電源）と電気的に接続している。
【００１４】
　そして、画素スイッチＳＳＴの第１端子は信号線ＳＬと電気的に接続し、画素スイッチ
ＳＳＴの第２端子は駆動トランジスタＤＲＴの制御端子と電気的に接続し、画素スイッチ
ＳＳＴの制御端子はゲート線ＳＧと電気的に接続している。
【００１５】
　ここで、ゲート線ＳＧは、表示部の左右に配置されたＳＧ走査回路によって駆動され、
信号線ＳＬは、表示パネルＤＰの下部に配置されたコントローラＣＮＴＬによって駆動さ
れる。なお、コントローラＣＮＴＬは、後述するシステムドライバＩＣ内に設けられてい
る。
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【００１６】
　表示パネルＤＰの端部にはフレキシブル・プリント基板（ＦＰＣ）が設けられ、このフ
レキシブル・プリント基板を介して映像信号、同期信号、各種コマンド信号などがセット
側のシステムとの間で通信される。システムドライバＩＣはこれらの信号を受けてＳＧ走
査回路への制御信号の生成を行うとともに、ディジタル映像信号をＤ／Ａ変換して信号線
ＳＬにアナログの映像信号Ｖｓｉｇを供給する。
【００１７】
　ｎライン目のゲート線ＳＧ（ｎ）がハイレベル“Ｈ”となることで接続された画素スイ
ッチＳＳＴが導通し、システムドライバＩＣから出力された映像信号Ｖｓｉｇは補助容量
Ｃｓに書き込まれる。これによって、ＥＬ駆動用トランジスタＤＲＴが導通してＥＬ電源
であるＰｖｄｄ、Ｐｖｓｓ間に電流が流れることでＥＬ素子が発光する。このときに流れ
る電流の大きさは、補助容量Ｃｓの電位、即ち映像信号Ｖｓｉｇに対応する。
【００１８】
　ＥＬ素子の明るさは、ＥＬ素子に流れる電流値に比例し、ＥＬ電流は映像信号Ｖｓｉｇ
によって制御される。従って映像信号Ｖｓｉｇの電圧が高いほどＥＬ電流が増加してＥＬ
素子は明るく発光する。従って、ＥＬ素子の輝度が高いほど消費される電力は大きい。こ
こで、ＥＬ素子を発光させるための電源電圧ＰｖｄｄおよびＰｖｓｓはセット側から直接
供給されるか、あるいはセット側から供給された別の電源から表示装置内部で生成する。
また、セット側の電源供給能力は、製品サイズまたはバッテリー持続時間、セットの発熱
量など様々な要因によって制限を受けることがあり、ＥＬ素子を十分に発光するだけの電
力を供給できないケースも考えられる。いずれにせよセット側の電源供給能力に収まるよ
うに表示装置の電力を制御することが必要である。
【００１９】
　次に本実施の形態の表示装置における電力制御方法について説明する。本実施の形態で
は表示装置側に電力リミット機能を設けてセット側の電源能力の範囲内で表示装置を駆動
することができるように構成している。
【００２０】
　図２は、第１の実施の形態における表示装置の電力リミット機能の動作を説明するため
の図である。
【００２１】
　図２（ａ）は、入力画像と表示画像とを示している。ここで入力画像とはセット側から
送られてくる映像データを画像化したもので、表示画像とは入力画像に対して電力リミッ
ト機能を作用させた時に表示される画像である。図２（ｂ）は、上述の表示画像を表示す
る際に表示装置が消費する電力の時間推移を示している。図２（ｃ）は、電力リミット機
能に用いられるパラメータＧａｉｎ（ゲイン）の時間推移を示している。
【００２２】
　第１の実施の形態では、電力リミット機能を実行する際の電力（ｐｏｗｅｒ）の閾値と
して「電力リミットＭａｘ」、「電力リミットＭｉｎ」を設けている。「電力リミットＭ
ａｘ」は、表示装置で使用が認められる電力の最大値であり、セット側の電源能力に対応
した値である。「電力リミットＭｉｎ」は、表示装置がリミット制御を開始するタイミン
グを与える電力値である。表示装置の電力が「電力リミットＭｉｎ」を越えたときは、表
示装置は電力が「電力リミットＭａｘ」を超えないように映像信号Ｖｓｉｇの制御を実行
する。
【００２３】
　１フレーム目の入力画像は暗い画像であるため、消費電力は電力リミットＭｉｎより低
い値である。そのため、入力画像にＧａｉｎ＝１を乗算した画像データが表示画像として
使用される。即ち、入力画像はそのまま表示される。次に２フレーム目で入力画像が明る
い画像に切替わった場合、表示画像が順次走査されて明るい画像に置き換えられるにつれ
て、消費電力は急激に増加して、２フレーム目の表示途中で消費電力は電力リミットＭｉ
ｎに到達する。
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【００２４】
　消費電力が電力リミットＭｉｎを超えると、コントローラＣＮＴＬはセット側から送ら
れる入力データＲ＿ｉｎ／Ｇ＿ｉｎ／Ｂ＿ｉｎに１未満のＧａｉｎを乗算したデータを表
示データとする。そのため以降は、入力画像より暗い画像が表示され電力の増加は緩やか
になる。
【００２５】
　次の３フレーム目では、１つ前のフレーム（２フレーム目の）入力画像データを１フレ
ーム期間にわたって積算した値を電力換算して、その値が電力リミットＭｉｎ値を超えな
いような１未満のＧａｉｎを乗算した画像データを表示する。このように３フレーム目の
入力画像に予め１未満のＧａｉｎが乗算された画像が表示画像とされるので、入力画像よ
りも暗い画像が表示される。
【００２６】
　図３は、第１の実施の形態における表示装置の電力リミット機能の動作を説明するため
の図である。図３では、セット側から送られてくる入力画像（映像データ）は同じあるが
、電力リミット値は図２のケースよりも低く設定した場合の動作を示している。
【００２７】
　２フレーム目では、消費電力が電力リミットＭｉｎを超過後は入力される画像データに
１未満のＧａｉｎが乗算されることにより電力増加は緩やかになるものの、消費電力は上
昇を続け電力リミットＭａｘ値を超過する。そして消費電力が電力リミットＭａｘ値を超
過した場合にはこれ以上の電力の増加を防ぐため、以降の表示ラインでは画像データを黒
にマスクして（画像データを黒レベル“Ｌ”のデータに変換して）ＥＬ素子の発光を止め
る。このため、表示画像では黒表示の領域が生じている。
【００２８】
　次の３フレーム目では、１つ前のフレーム（２フレーム目の）入力映像データを１フレ
ーム期間にわたって積算した値を電力換算して、その値が電力リミットＭｉｎ値を超えな
いような１未満のＧａｉｎを乗算した映像データを表示する。このように３フレーム目の
入力画像に予めＧａｉｎが乗算された画像が表示画像とされるので、入力画像よりも暗い
画像が表示される。
【００２９】
　次に電力リミット機能の動作について詳細に説明する。
【００３０】
　図４は、第１の実施の形態における表示装置の電力リミット機能を実行するコントロー
ラＣＮＴＬの構成を示す図である。コントローラＣＮＴＬは、電力リミット部１０、輝度
コントロール部１１、制御定数テーブル２０、電力メモリ２１及びバッファメモリ２２を
備えている。
【００３１】
　電力リミット部１０は、セット側から入力された映像入力データＲＧＢ＿ｉｎを処理し
て、LimitMaxFlg（電力リミットＭａｘ超過の有無フラグ）、Gain_next（次フレームのゲ
イン）およびGain_now（現フレームのゲイン）を求めて、輝度コントロール部１１に処理
データとして出力する。輝度コントロール部１１は、電力リミット部１０から出力された
処理データを用いて、映像入力データＲＧＢ＿ｉｎを処理して映像出力データＲＧＢ＿ｏ
ｕｔを求める。この映像出力データＲＧＢ＿ｏｕｔが映像信号Ｖｓｉｇに対応する。また
、輝度コントロール部１１は、ゲイン（Ｇａｉｎ）を求め、電力リミット部１０に出力す
る。
【００３２】
　電力リミット部１０は、映像入力データＲＧＢ＿ｉｎの処理に際しては、制御定数テー
ブル２０及び電力メモリ２１に格納されたデータを参照する。
【００３３】
　制御定数テーブル２０には、定数として「電力換算係数」、「電力リミットＭａｘ」、
「電力リミットＭｉｎ」が格納されている。これらの値は、セット側の電源供給能力に基
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づいて決定される。そしてこれらの値は、書き換え可能に構成されている。
【００３４】
　電力メモリ２１には、現在表示されている画面の１ラインごとの電力値が格納されてい
る。バッファメモリ２２には、電力リミット部１０が処理を実行する際に使用する一時的
なデータが格納されている。
【００３５】
　図５は、第１の実施の形態における表示装置の電力リミット部１０の処理手順を示すフ
ロー図である。なお電力リミット部１０は、以下に説明する処理手順を実現する処理ブロ
ックとしても構成することができる。
【００３６】
　ステップＳ０１において、電力リミット部１０は映像入力データＲＧＢ＿ｉｎが１ライ
ン入力される毎に、式（１）に従って、１ラインのＲ／Ｇ／Ｂディジタルデータの各色の
総和（Rline、Gline、Bline）を求める。ここで、ＲＧＢ＿ｉｎは階調データである。
【００３７】
　Rline=ΣRin(1～720ト゛ット)　
　Gline=ΣGin(1～720ト゛ット)　
　Bline=ΣBin(1～720ト゛ット)　　　　　　　　　　　　　　・・・式（１）
　ステップＳ０２において、電力リミット部１０は各色の総和を、式（２）に従って、各
色の電力（Rpower、Gpower、Bpower）に換算する。なお、電力換算係数Ｒｃ、Ｇｃ、Ｂｃ
は、各色のＥＬ素子の発光効率に基づいて定められている。
【００３８】
　Rpower=Rline * 電力換算係数Ｒｃ　
　Gpower=Gline * 電力換算係数Ｇｃ　
　Bpower=Bline * 電力換算係数Ｂｃ　　　　　　　　　　・・・式（２）
　そして、電力リミット部１０は、式（３）に従って、各色の電力を加算してライン電力
（line_power）を求める。　
　line_power=Rpower + Gpower + Bpower　　　　　　　　・・・式（３）
　[次フレームゲイン（Gain_next）の算出]　
　電力リミット部１０は、ステップＳ０５、Ｓ０６において、Gain_next（次フレームの
ゲイン）を算出する。
【００３９】
　ステップＳ０５において、電力リミット部１０は、１フレーム期間にわたりライン電力
line_powerを積算して１画面の電力（frame_power）を求める。　
　　　　　frame_power=Σline_power(1～1280ライン) 　　　・・・式（４）
　ステップＳ０６において、電力リミット部１０は、制御定数テーブル２０の設定された
電力リミットＭｉｎ値(Limit_min)と上記frame_powerとから次フレームのゲイン（Gain_n
ext）を式（５）により求める。求めた次フレームのゲイン（Gain_next）は、輝度コント
ロール部１１に出力される。
【００４０】
　　　　　Gain_next=(Limit_min) / (frame_power)　　　・・・式（５）　
　但しLimit_min≧frame_powerの時はGain_next=1とする。
【００４１】
　[リアルタイム電力の算出]　
　電力リミット部１０は、上述の次フレームゲインの算出処理と並行して、映像入力デー
タＲＧＢ＿ｉｎが１ライン入力される毎に、ステップＳ１０～Ｓ１２において、現在の消
費電力であるリアルタイム電力を算出する。
【００４２】
　ステップＳ１０において、電力リミット部１０は、輝度コントロール部１１からフィー
ドバックされたＧａｉｎ値をライン電力（line_power）に乗算した電力値（line_power_g
ain）を求める。　



(8) JP 2015-87709 A 2015.5.7

10

20

30

40

50

　　　　　line_power_gain=line_power * Gain　　　　　・・・式（６）
　輝度コントロール部１１からフィードバックされたＧａｉｎは、現在表示部に表示しよ
うとする映像入力データＲＧＢ＿ｉｎに適用される値である。
【００４３】
　ステップＳ１１において、電力リミット部１０は、現在表示している画面の電力（リア
ルタイム電力）を求める。
【００４４】
　図６は、第１の実施の形態における表示装置のリアルタイム電力を求める処理を示す図
である。
【００４５】
　ステップＳ０１、Ｓ０２の処理は既に説明しているため、再度の説明は省略する。また
、ステップＳ１０で求めた電力値（line_power_gain）は、ｍフレーム、ｎライン目の電
力値であるとする。　
　　　line_power_gain(m,n)=line_power * Gain　　　　　・・・式（７）
　図７は、第１の実施の形態における表示装置の電力メモリ２１のデータ構造を示す図で
ある。
【００４６】
　電力メモリ２１には、表示部のライン数（１～１２８０）に対応した１２８０ワードの
エリアが設けられ、それぞれのワードには、現在表示されているライン毎の電力（line_p
ower_gain）が格納されている。図７に示す例では、１～（ｎ－１）ワードにはｍフレー
ム目の１～（ｎ－１）ラインの電力が格納され、ｎ～１２８０ワードには（ｍ－１）フレ
ーム目のｎ～１２８０ラインの電力が格納されている。また、電力メモリ２１には、下記
で説明する「現在のフレーム電力」が格納されている。
【００４７】
　この図７に示す状態において、１～１２８０ワードの合計値を、ｍフレーム、（ｎ－１
）ライン目を格納時の現在のフレーム電力（frame_power_now(m,n-1)）と呼ぶ。　
　　　frame_power_now(m,n-1)=Σline_power_gain　　　　　・・・式（８）　
　図６のステップＳ１１において、電力リミット部１０は、電力メモリ２１を検索して、
ｍフレーム、ｎライン目を格納時の現在のフレーム電力（frame_power_now(m,n)）を式（
９）に基づいて計算する。これによって現在のフレーム電力（リアルタイム表示電力）を
求めることができる。
【００４８】
　　frame_power_now(m,n)=frame_power_now(m,n-1)
　　　　　　　　　　　　　　　　- line_power_gain(m-1,n)
　　　　　　　　　　　　　　　　+ line_power_gain(m,n) 　　　・・・式（９）
　式（９）で用いられる１フレーム前（ｍ－１）のライン電力line_power_gain(m-1,n)は
１２８０ｗｏｒｄからなる電力メモリ２１に格納されている。また、現フレーム（ｍ）の
ライン電力line_power_gain(m,n)は上式計算後に電力メモリ２１に格納されていたline_p
ower_gain(m-1,n)と置き換えられる。同様に現在のフレーム電力（リアルタイム表示電力
）についても最新の値に置き換えられる。
【００４９】
　図５のステップＳ１２において、電力リミット部１０は、求めたリアルタイム電力を、
電力リミットＭｉｎ値および電力リミットＭａｘ値と比較する。リアルタイム表示電力が
電力リミットＭａｘ値を超過している場合にはLimitMaxFlg=”H”を輝度コントロール部
１１に出力する。また、リアルタイム電力が電力リミットＭｉｎ値を超過しているか否か
によって、式（１０）に示すGain_now（現フレームのゲイン）を輝度コントロール部１１
に出力する。
【００５０】
　　　　　Gain_now=(Limit_min) / (frame_power_now(m,n))　　　式（１０）　
但しLimit_min≧frame_power_nowの時はGain_now=1とする
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　図８は、第１の実施の形態における表示装置の輝度コントロール部１１の処理手順を示
すフロー図である。なお輝度コントロール部１１は、以下に説明する処理手順を実現する
処理ブロックとしても構成することができる。
【００５１】
　ステップＳ２０において、輝度コントロール部１１はGain_now（現フレームのゲイン）
が１よりも小さいかどうかを調べる。
【００５２】
　Gain_nowが１の場合（Ｓ２０でＮＯ）、リアルタイム電力は電力リミットＭｉｎ値より
も小さいため、ステップＳ２１において、ゲイン（Ｇａｉｎ）にはGain_next（次フレー
ムのゲイン）をセットする。
【００５３】
　Gain_nowが１よりも小さい場合（Ｓ２０でＹＥＳ）、リアルタイム電力は電力リミット
Ｍｉｎ値以上であるため、ステップＳ２１において、ゲイン（Ｇａｉｎ）にはGain_now（
現フレームのゲイン）をセットする。
【００５４】
　ステップＳ２４において、輝度コントロール部１１はLimitMaxFlgが“Ｈ”であるか否
かを調べる。
【００５５】
　LimitMaxFlgが“Ｈ”である場合（Ｓ４でＹＥＳ）は、リアルタイム表示電力が電力リ
ミットＭａｘ値を超過しているため、ステップＳ２５において、既走査ライン以降のＥＬ
素子の発光を停止させるため、ゲイン（Ｇａｉｎ）に“Ｌ（黒マスクレベル）”をセット
する。そして、ステップＳ２６において、セットされたゲイン（Ｇａｉｎ）を電力リミッ
ト部１０に出力し、電力リミット処理に反映させる。
【００５６】
　LimitMaxFlgが“Ｈ”でない場合（Ｓ４でＮＯ）は、前ステップで設定されたゲイン（
Ｇａｉｎ）は変更せずに、そして、ステップＳ２６において、セットされたゲイン（Ｇａ
ｉｎ）を電力リミット部１０に出力し、電力リミット処理に反映させる。
【００５７】
　ステップＳ２７において、輝度コントロール部１１はセット側から入力された映像入力
データＲＧＢ＿ｉｎに対してゲイン（Ｇａｉｎ）を乗算する。
【００５８】
　以上説明した電力リミット部１０及び輝度コントロール部１１の動作によれば、前回の
フレームの表示に要した電力に基づいて選定されたＧａｉｎ（１以下の値）を用いて今回
のフレームで表示する映像の輝度を変更するため、今回のフレームにおいて電力リミット
Ｍｉｎ値を超えることを抑制することができる。さらに、リアルタイムで表示電力を監視
し、リアルタイム電力がリミットＭｉｎ値以上となる場合には電力の増加を抑制するよう
に表示されるデータの輝度を制御する。さらにリアルタイム電力が電力リミットＭａｘ値
を超過する場合には既走査ライン以降のＥＬ素子の発光を停止させる。
【００５９】
　このような動作によって、セット側の電源供給能力に合わせた消費電力で表示動作を制
御することができる。
【００６０】
　図９は、第１の実施の形態の表示装置における電力リミット機能の動作タイミングを示
す図である。
【００６１】
　電力リミット機能は２つのルートで構成されている。第１のルートでは、セット側から
入力された１ラインの映像入力データは積算され、１ライン毎に電力に換算されリミット
値と比較して次のラインのデータに乗算するゲインを算出する。これと並行して実施され
る第２のルートでは、１フレーム前の映像入力データを積算した電力からゲインを算出す
る。求めたゲインは、次のフレームの映像入力データに乗算して、次のフレームの映像表



(10) JP 2015-87709 A 2015.5.7

10

20

30

示データとして用いられる。
【００６２】
　　［第２の実施の形態］　
　第２の実施の形態では、第１の実施の形態の図６で説明したリアルタイム電力に基づく
電力リミット制御のみを実行し、前フレーム電力に基づく次フレーム電力リミット制御を
実行しない点で第１の実施の形態と異なっている。第１の実施の形態と同一又は同様の機
能を奏する部位には同一の符号を付してその詳細の説明は省略する。
【００６３】
　第２の実施の形態では、図５のステップＳ０５、Ｓ０６を実行せず、Gain_next（次フ
レームのゲイン）＝１と固定する。これによって、リアルタイム電力に基づく電力リミッ
ト制御のみを実行することができる。
【００６４】
　上述のいくつかの実施形態は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定するこ
とは意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様々な形態で実施されることが
可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことが
できる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求
の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【００６５】
　なお、上述の実施の形態で説明した各機能は、ハードウエアを用いて構成しても良く、
また、ソフトウエアを用いて各機能を記載したプログラムをコンピュータに読み込ませて
実現しても良い。また、各機能は、適宜ソフトウエア、ハードウエアのいずれかを選択し
て構成するものであっても良い。
【００６６】
　上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形
成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよ
い。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【００６７】
　ＤＰ…表示パネル、ＣＮＴＬ…コントローラ、ＳＧ…ゲート線、ＳＬ…信号線、ＳＳＴ
…画素スイッチ、ＤＲＴ…駆動トランジスタ、Ｃｓ…補助容量、Ｐｖｄｄ…高電位電源、
Ｐｖｓｓ…低電位電源、ＲＧＢ＿ｉｎ…映像入力データ、ＲＧＢ＿ｏｕｔ…映像出力デー
タ、１０…電力リミット部、１１…輝度コントロール部、２０…制御定数テーブル、２１
…電力メモリ。
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5C380/DA06 5C380/DA19 5C380/DA20 5C380/DA32 5C380/DA35 5C380/DA50 5C380/DA57 5C380
/EA05 5C380/FA03 5C380/FA09 5C380/FA12 5C380/FA21 5C380/FA22 5C380/FA24 5C380/FA26 
5C380/GA15

代理人(译) 河野 哲

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种显示装置，该显示装置能够以适合于机侧电源容
量的功耗来控制显示操作。 控制单元包括：显示面板DP，其中自发光元
件EL以矩阵形式布置在基板上；控制单元CNTL，其基于输入图像数据
来控制自发光元件的发光。 掌握显示面板的当前功耗，并且当当前功耗
等于或大于第一极限值Min时，显示灰度级低于输入视频数据的灰度级的
视频数据。 它是受控制的显示设备。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/249cf29d-bd0d-4e81-be76-696ecb20b825
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/053050525/publication/JP2015087709A?q=JP2015087709A

